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＜点 鐘＞ 会長 大保木 正博 

＜ロータリーソング＞ それでこそロータリー 

＜四つのテスト＞  

 

＜本日のゲスト＞ 

NPO 法人 ムラのミライ 

常務理事  大塚 由美子 様 

 

＜会長の時間＞ 会長 大保木 正博 
 

皆さんこんにちは。 

8 月 23 日の創立 25 周年記念事業「カタリバ」「いのちの

写真展」には多くの会員の皆さんの

ご協力と参加をいただきありがとう

ございました。 

今回私たちは、形としては残りませ

んが青少年の皆さんの心に残るもの、

心の糧になるものを贈るという選択をしました。今回の事

業が、参加された皆さんの将来に繋がる糧となることを祈

りたいと思います。今後も私達高山中央ロータリークラブ

は特に青少年育成・奉仕には力を入れていきたいと思いま

す。 

さて、今月は国際奉仕月間です。ロータリーの国際奉仕に

ついては、ロータリーの綱領並びにロータリー章典にその

記載がありますので、再確認してみたいと思います。 

１．国際奉仕の基本方針 

ロータリーの国際奉仕が目指していることは、ロータリー

の綱領の第 4 項に表現されています。「奉仕の理想に結ば

れた、事業と専門職務に携わる人の世界的親交によって、

国際間の理解と親善と平和を推進する」ことにある。（RI

定款第 4条、標準クラブ定款第 4条第 5条、） 

自由、正義、真実、宣誓の神聖、人権尊重は、ロータリー

の原則に本来備わっているものであり、また、国際平和と

秩序の維持および人類の発展に不可欠なものである（ロー

タリー章典 8.050.1.）。 

国際奉仕は、概念上、次のような四つの一般的分野に分類

できる。 

 1)世界社会奉仕プログラム 

2)国際レベルの教育および文化交流活動 

 3)特別月間と催し 

4)国際的な会合（ロータリー章典 8.050.2.） 

２．個々のロータリアンの責務 

ロータリアンは、それぞれ奉仕の第 4部門に込められてい

る理想の実現に寄与すべきである。各ロータリアンは、広

い見識に基づく世論をつくりだすよう助力すべきである。 

ロータリアンは 

 1)愛国主義にとらわれず、自分が、国際理解と親善と平

和を推進するという責務を共に負っているものとみ

なすべきである。 

2)国家的または人種的優越感によって行動しないよう

にすべきである。 

 3)他国民と協調する共通の基盤を求め、これを育成すべ

きである。 

 4)…以下 5項目省略 

３．ロータリー・クラブの責務 

ロータリー・クラブは、政府や世界問題あるいは国際間の

政策に影響を与えるような団体行動をとってはならない。

しかし、個々の会員に対して、事実をわきまえた建設的な

心構えを持つよう奨励しなければならない。ロータリー・

クラブで、討論会を開催して、公共の問題を論じても差し

支えないが、ただし、そのような活動の実施は、奉仕の第

4部門を助長するものでなけれならない。 

RI の方針としては、ロータリー・クラブが国際問題を公

平な立場で討論するプログラムを退けるものではない。こ

れらの問題は、平和の追求という 範囲内において真剣に

考え、討議するのにふさわしいテーマである。  

ロータリー・クラブにおいて国際的な論題を取り上げる場

合、クラブは、論者に他国の国民を攻撃しないように注意

しなければならない。 

ロータリー・クラブは、国際問題に関係のある特定の計画

に関するいかなる決議をも採択してはならない。 

ある国のクラブから他の国のクラブ、国民あるいは政府に

対して何らかの行動をとることを要望してはならないし、

また、特定の国際問題の解決に関する計画案や意見書を配

布してはならない。ロータリー・クラブが存在する国家間

の関係が緊迫している場合には、悪意や誤解を増すことが

ないように、関係するすべてのクラブは、細心の注意を払

わなければならない。 

最近の国際情勢は穏やかな状態ばかりではありません。そ

うした中でロータリーも国際問題には十分な注意を払い

つつ、平和を追求する範疇において真剣に考え討論するこ

とも必要であると感じます。 

 

 

◆会長  大保木 正博   ◆幹事  坂之上 健一   ◆会報委員長 谷口 欣也  ◆会報担当 新井 信秀 

 

 会員数 出席会員 出席 Make-up 出席率 

本 日 

1060 回 
55 名 53 名 42 名 － 79.25% 

前々回 

1058 回 
55 名 53 名 46 名 2 名 90.57% 

WEEKLY REPORT 

Ｒ．Ｉ．第２６３０地区 高山中央ロータリークラブ 

WEEKLY REPORT 

2015～2016 年度 高山中央 RC 会長テーマ 

「外に発信 内に達成感 さあ行動しよう！」 

＜出席報告＞ 
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＜幹事報告＞ 幹事 坂之上 健一 
 

○国際ロータリー第 2630地区ガバナー事務所より 

 ・ロータリーレート   

９月 １＄＝１２４円 

 ・2015-16年 地区大会のご案内 

  日 時：11月 21日（土）～22日（日） 

  場 所：鈴鹿サーキット 

（国際レーシングコースエリア） 

  登録料：１０,０００円 

○名張中央ロータリークラブより 

 ・創立 20周年記念誌 

○高山西ロータリークラブより 

 例会変更のお知らせ 

 9月 11日（金）12：30～  

ひだホテルプラザ  

高山 3ＲＣ合同例会ガバナー訪問例会 

 10月 9日（金）→３日（土）18：00～  

ひだホテルプラザ  台北東海ＲＣ歓迎例会 

10月 16日（金）→12日（月） 

ホテルアソシア高山リゾート  濃飛グループＩＭ 

＜高山青年会議所より＞ 

 ・創立 60周年記念式典及び祝賀会のご案内 

  日 時：10月 3日（土）16：00～ 

  会 場：高山グリーンホテル 

  登録料：10,000円 

＜飛騨慈光会後援会より＞ 

 ・後援会設立 10周年記念大会のご案内 

  日時：10月 24日（土）13：00～15：00 

  会場：高山市民文化会館 小ホール 

 

 

＜本日のプログラム＞  

国際奉仕委員会   久々野 委員長 
 

 

 

 

 

 

 

 

＜卓話＞    

「高山発の国際協力団体 ムラのミライ 

～地域に根ざす NGO をめざして～」 

NPO 法人 ムラのミライ 

常務理事  大塚 由美子 
 

NPO 法人ムラのミライ 大塚由美子と申します。 

(1)NPO とは？ 

ムラのミライ=民間の国際協力団体 

ユニセフ(政府)⇔NGO=Non-governmental Organization 

NPO=Non-profit Organization 

(2)活動紹介 

インド、ネパール、高山 

(3)ソムニードからムラのミライへ 

＜団体名の変更＞ 

昨年 11月に団体名を変更しました。 

新しい団体名は「ムラのミライ」です。 

1993年の設立当初は、「サンガムの会」と言いました。 

→インドの貧困に苦しむ人々の自立支援、植林支援 

＜活動の移り変わり＞ 

私たちは、設立当初は、「貧しい人々を助ける」ことを

目的としてやってきました。ですが、21 年の国際協力

活動の中で、「助けるのではなく、ともに地域づくりを

考える」ということ

が、自分たちのやり

たかったスタイルな

のだと気づきました。 

それには、ある転機

となった出来事があ

ります。 

2000 年に、インドの

小さな村でそこの村

長さんに問いかけられた言葉がきっかけとなっていま

す。 

「都会の大学で学んだ若者が村へ帰ってこない。村に

は学歴を生かす仕事もない。どうしたらいいだろう。」

と。 

まさに、私たち高山や、多くの地方都市が抱えている

問題と同じですよね。少子高齢化、地方の衰退という

課題を、私たち高山市民も抱えています。 

これをきっかけに、私たちは「貧しい人々を助ける」

から「世界のどこでも通じる地域づくり」を模索し始

めました。その舞台が、インドでありネパールであり、

またアフリカであり、そしてここ高山でもあります。 

そんな理由で、活動目的がはっきりとなった時、「ソム

ニード」では、自分たちの活動について、初めて会う

人に十分説明できない事に気が付きました。 

（ソムニードとは、地域開発の要素である英単語の頭

文字をとったもの） 

そしてたどり着いたのが、「ムラのミライ」です。地域

の将来を、海外と国内の両方で考えていこうという決

意です。 

(4)私たちの活動とこれからの地方 

都会の真似はやめて、地元にしかないものを探します。 

ここにしかない宝を活用できる人材を育てます。 

私たちの団体が目指す社会は、「経済・環境・コミュニ

ティ」のバランスがとれた社会です。 

地域に根差した自分たちができる事を少しずつでも進

めて、より良い飛騨地域と日本になるように頑張りま

す。 
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＜9月のお祝い＞ 

 

＜会員誕生日＞ 

下田 徳彦   Ｓ４２年 ９月 ４日 

坂家 賢司   Ｓ３７年 ９月 ５日 

中田 一男   Ｓ２３年 ９月 ９日 

平林 英一   Ｓ２６年 ９月１６日 

新井 信秀   Ｓ２６年 ９月２０日 

高原 武夫   Ｓ２４年 ９月２１日 

内田 茂    Ｓ２６年 ９月２１日 

村瀬 祐治   Ｓ２８年 ９月２２日 

三枝 祥一   Ｓ２５年 ９月２５日 

 

 

 

 

＜夫人誕生日＞ 

足立 常孝   加代子   ９月１５日 

坂家 賢司   茂美    ９月２７日 

 

＜結婚記念日＞ 

都竹 太志   Ｈ１５年 ９月２１日 

高木 純    Ｓ６１年 ９月２７日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ニコニコＢＯＸ＞ 
 

本日の講師、大塚由美子様にはお忙しい中ありがとうござ
います。卓話をよろしくお願い致します。 理事役員一同 
 

ＮＰＯ法人ムラのミライ大塚常務理事には本日無理を言
って卓話をお願いしました。ありがとうございます。  

久々野国良員 一同 
 

還暦コンペのご招待を頂きありがとうございます。お手柔
らかにお願いします。 大原 誠 
 

8/23 のカタリバおよび写真展では皆様のご協力のもと無
事終了することが出来ました。ありがとうございました。
 下田 徳彦 
 

 
 
 
前回お話ししました、ヴィクトリアさんに頼まれた弓道の
弓とじゃらじゃらバッジの付いたブレザーが無事ノルウ
ェーに届いたとのことです。今度は、日本語検定合格報告
書がきたのでまたノルウェーに送ります。一応負担してお
きます。昨日の大雨の中、ゴルフがあり、何かと優しい周
先生には勝ちましたがひどい目に遭いました。ＢＢ賞ガッ
クリ！ 高木 純 
 
先月プライベートでホールインワンをしてしまいました。
保険は下りませんので記念コンペもしません。厄払いの意
味でニコニコへ。 植木 眞吾 
 


